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平成 26 年 12 月期第２四半期連結累計期間業績予想値と  

実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ  
 

平成 26 年２月 13 日に公表しました、平成 26 年 12 月期第２四半期連結累計期間（平成 26 年１
月１日～平成 26 年６月 30 日）の業績予想値と実績値との差異につきまして、下記のとおりお知ら
せいたします。また、最近の業績動向を踏まえ、同じく平成 26 年２月 13 日に公表しました通期（平
成 26 年１月１日～平成 26 年 12 月 31 日）業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ
いたします。 

 

記  
 

１．平成 26 年 12 月期第２四半期累計期間連結業績予想と実績値の差異 

                               （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ４６,０００ ２００ ３５０ １００ ０円３９銭 

実 績 値 （Ｂ） ４８,３７５ △１６９ △３５ △５２３ △２円０３銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ２，３７５ △３６９ △３８５ △６２３ － 

増 減 率（％） ５．２％ － － － － 

（ご参考）前第２四半期実績 

（平成 25 年 12 月期第２四半期） 
４４,８４７ ２４２ ４５８ １３５ ０円５３銭 

 
２．平成 26 年 12 月期業績予想の修正 

                               （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ９７,０００ １,３００ ２,０００ １,２００ ４円６６銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １０３,０００ １,３００ ２,０００ １,２００ ４円６６銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ６,０００ － － － － 

増 減 率（％） ６．２％ － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年 12 月期） 
９３,７６０ １,０９６ １,７８６ ９３０ ３円６１銭 
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３．差異の理由 

（1）第２四半期累計期間実績差異の理由 

 売上高につきましてはお買い得感や値頃感を訴求する商品やサービスを提供するとともに、

高品質な商品や付加価値のあるサービスの提供にも取り組み、洋菓子事業、製菓事業ともに売

上の拡大をはかることができました。さらに平成２６年４月１日に子会社化しました㈱スイー

トガーデンの売上高も加わり、当初計画を上回りました。  

営業利益では生産ラインの稼働率向上や省人省力化、販売経費の抑制などに取り組むととも

に、原材料価格高騰への対応として、一部製品の規格・価格改定などを実施いたしましたもの

の、主要原材料、特にチョコレート原料の想定を上回る価格高騰が、乳製品や卵などの高騰と

相まって損益を大きく下振れさせることとなりました。経常利益につきましても持分法適用関

連会社の業績の下振れに伴い、持分法投資利益が計画を下回ったこと、四半期純利益につきま

しても法人税等の負担増加などが予想値との差異が拡がる要因となりました。 

（2）通期業績修正の理由 

 通期におきましては売上高は㈱スイートガーデンの新規連結に伴い、修正を行いました。  

利益面につきましては修正は行っておりません。第３四半期以降は、原材料価格の高騰に対

しては製品の規格変更や新製品による原価改善、依然として根強い低価格志向に対しては値頃

感のある商品の拡充などをスピード感を持って取り組んでまいります。また、近年増加傾向の

販売費につきましても効率の良い営業活動を通じて引き続き圧縮につとめてまいります。  

さらに、㈱スイートガーデンについては店舗の不二家ブランド化を推進するとともに、量販

店やコンビニエンスストアなどへの商品供給の拡大につとめてまいります。加えて、親会社で

ある当社と互いの生産ラインの特性を活かした効率の良い製品供給体制を早期に構築してま

いります。  

 

以  上  
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